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複数武道種目授業 実践の紹介 群馬県渋川市立北橘中学校

1

柔
道
と
空
手
道
の
複
数
種
目
指
導
の
実

践
に
つ
い
て

　

本
校
は
令
和
元
年
度
、
渋
川
市
空
手

道
連
盟
の
協
力
を
得
て
、
１
、
２
年
生

を
対
象
に
各
１
時
間
の
空
手
道
の
授
業

を
実
施
し
た
。
２
年
度
は
、「
武
道
推

進
モ
デ
ル
校
」
事
業
と
し
て
、
元
年
度

の
経
験
を
踏
ま
え
、
従
来
取
り
組
ん
で

い
る
柔
道
の
学
習
に
加
え
て
空
手
道
を

取
り
入
れ
、
武
道
の
指
導
計
画
を
作
成

し
た
。

　

空
手
道
で
は
、
渋
川
市
空
手
道
連
盟

か
ら
指
導
者
を
派
遣
し
て
も
ら
い
、
国

複
数
武
道
種
目
授
業

実
践
の
紹
介　

「
武
道
推
進
モ
デ
ル
校
」
事
業
を
活
用
し
た

複
数
種
目
（
柔
道
・
空
手
道
）
の
実
践

群
馬
県
渋
川
市
立
北ほ

っ

橘き
つ

中
学
校

校
長　

下
境　

一
浩

体
育
主
任
教
諭　

鳩
山　

元
気

　

本
校
は
、
日
本
の
ま
ん
な
か
と
言
わ
れ
る
「
へ
そ
の
ま
ち
渋
川
市
」
の

東
側
に
位
置
し
、
平
成
18
年
２
月
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
渋
川
市
立
北
橘

中
学
校
に
改
名
さ
れ
15
年
目
を
迎
え
ま
す
。
合
併
前
の
北
橘
村
の
時
か
ら

生
涯
学
習
が
盛
ん
で
、
多
く
の
地
域
行
事
に
中
学
生
が
参
加
す
る
な
ど
、

学
校
・
地
域
・
家
庭
の
３
者
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
は
217
名
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い
ま
す
が
、

少
子
化
の
現
象
は
避
け
ら
れ
ず
、
教
員
数
の
減
少
か
ら
既
存
部
活
動
の
指

導
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
、
部
活
動
で
の
外
部
指
導
者
の

活
用
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
標
記
の
事
業
を
活
用
し
、
保
健
体
育
科
の
武
道
の
授
業
に
外
部

指
導
者
を
活
用
し
、
教
員
と
の
連
携
の
も
と
、
全
校
生
徒
を
対
象
と
し
て

柔
道
の
学
習
に
３
～
５
時
間
の
空
手
道
を
組
み
入
れ
た
計
９
時
間
の
武
道

授
業
を
計
画
し
ま
し
た
。
ま
た
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
学
年
ご
と
の
指
導

計
画
を
作
成
し
、
柔
道
と
空
手
道
の
複
数
種
目
の
実
践
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
演
武
を
見
な
が
ら

学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
柔
道

で
は
、
本
校
の
元
校
長
に
指
導
を
依
頼

し
、
綿
密
な
指
導
計
画
の
も
と
、
十
分

な
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
な
が
ら
学
習
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
複
数
種
目
を

学
習
す
る
こ
と
で
、
武
道
特
有
の
共
通

す
る
技
能
や
心
構
え
を
学
び
、
礼
儀
を

重
ん
じ
、
相
手
を
敬
う
態
度
の
育
成
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

2

こ
れ
ま
で
の
武
道
の
取
組

　

本
校
で
は
、
保
健
体
育
科
の
授
業
で

柔
道
を
中
心
に
武
道
の
学
習
を
行
っ
て

き
た
。
指
導
は
保
健
体
育
科
の
教
員
が

主
だ
が
、
過
去
に
は
地
域
の
柔
道
有
段

者
を
外
部
講
師
と
し
て
招
き
、
授
業
を

実
施
し
た
経
緯
も
あ
る
。

　

学
習
内
容
に
関
し
て
、
１
年
生
で

は
、
柔
道
の
歴
史
や
基
本
的
な
用
語
、

道
着
の
着
方
な
ど
の
基
礎
知
識
の
学
習

か
ら
始
ま
り
、
技
能
面
で
は
受
け
身
の

学
習
を
中
心
に
行
っ
て
き
た
。
全
員
が

正
し
い
方
法
で
受
け
身
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
細
か
く
ポ
イ
ン
ト
を
確

認
し
な
が
ら
繰
り
返
し
練
習
を
行
い
、

技
能
が
身
に
付
い
て
き
た
段
階
で
、
簡

単
な
崩
し
遊
び
な
ど
を
取
り
入
れ
た
。

ま
た
、
固
め
技
の
方
法
の
学
習
も
行
っ

た
。

　

２
年
生
で
は
、
基
礎
知
識
と
受
け
身

の
復
習
を
行
い
つ
つ
、
固
め
技
の
学
習

を
中
心
に
行
っ
て
き
た
。
固
め
技
の
方

法
と
そ
の
返
し
方
を
確
認
し
て
練
習

外部講師による示範演武（空手道）

十分な間隔をとって受け身の指導（柔道）

道着の着方など基本知識の学習（柔道）

2年生では固め技を行った（柔道）
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の
場
面
で
は
、
外
部
講
師
の
専
門
的
な

知
識
や
技
能
を
活い

か
し
た
指
導
を
行

う
。
保
健
体
育
科
教
員
は
、
授
業
全
体

の
説
明
や
め
あ
て
の
提
示
、
学
習
形
態

の
指
示
な
ど
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

い
、
安
全
で
効
率
的
な
学
習
環
境
の
整

備
に
努
め
る
。

②
主
体
的
な
学
び
を
目
指
し
て

　

生
徒
自
身
が
身
に
つ
け
た
知
識
を
活

用
し
て
主
体
的
に
学
習
を
進
め
る
こ
と

は
、
技
能
の
習
得
や
課
題
解
決
能
力
の

向
上
に
効
果
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
、
主
体
的
に
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
を

引
き
出
す
こ
と
と
、
技
の
ポ
イ
ン
ト
を

知
識
と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
た
。
生
徒
の
意
欲
を
引

き
出
す
手
立
て
と
し
て
、
学
習
の
ね
ら

い
（
め
あ
て
）
を
明
確
に
提
示
し
、
単

元
の
終
わ
り
に
学
習
の
成
果
を
見
合
う

発
表
会
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
学
び
の
見
通
し
と
目
的

意
識
を
持
た
せ
た
い
。
技
の
ポ
イ
ン
ト

を
知
識
と
し
て
定
着
さ
せ
る
手
立
て
と

し
て
、
基
本
動
作
や
技
の
視
覚
資
料
な

ど
を
準
備
し
て
掲
示
し
た
り
、
身
近
な

物
を
用
い
て
技
の
原
理
を
説
明
し
た
り

す
る
。
ま
た
、
外
部
講
師
に
よ
る
技
の

示
範
や
演
武
を
通
し
て
、
意
欲
の
向
上

と
知
識
や
技
能
の
習
得
の
両
面
で
の
効

果
を
ね
ら
う
。
こ
れ
ら
の
手
立
て
を
講

じ
な
が
ら
、
ペ
ア
で
互
い
の
技
を
見
合

い
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
う
活
動
を
行
う

こ
と
で
、
主
体
的
な
学
び
に
よ
る
技
能

習
得
や
課
題
解
決
能
力
の
向
上
を
目
指

す
。

③
映
像
の
活
用

　

必
要
に
応
じ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

活
用
し
、
生
徒
が
自
分
の
技
を
確
認
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
課
題
発
見

と
そ
の
解
決
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

２
．
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
工
夫

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

　
・
朝
の
検
温
、健
康
観
察
を
徹
底
す
る
。

・
授
業
前
の
手
指
消
毒
を
徹
底
す
る
。

・
全
員
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
授
業
を
行

う
。
柔
道
で
は
マ
ス
ク
の
破
損
に
対

応
す
る
た
め
、
予
備
を
準
備
す
る
。

・
生
徒
の
間
隔
を
２
ⅿ
空
け
る
。
柔
道

で
は
抑
え
込
む
時
間
は
10
秒
間
と

し
、
組
み
合
う
練
習
は
相
手
を
替
え

ず
に
短
時
間
で
行
う
。

・
柔
道
場
（
182
畳
）
を
四
つ
に
区
切
っ

し
、
最
終
的
に
は
試
合
形
式
で
固
め
技

を
か
け
あ
う
活
動
を
行
っ
た
。

　

３
年
生
で
は
、
１
、
２
年
生
ま
で
の

学
習
内
容
に
加
え
て
、
投
げ
技
の
学
習

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
怪け

我が

の
リ
ス
ク

が
低
い
技
を
選
び
、
技
を
か
け
る
楽
し

さ
を
味
わ
え
る
よ
う
指
導
を
行
っ
た
。

ま
た
、
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
全
学

年
の
学
習
で
受
け
身
の
指
導
を
毎
時
間

行
っ
て
い
る
。

　

空
手
道
に
つ
い
て
は
元
年
度
、
１
、

２
年
生
に
向
け
て
授
業
を
実
施
し
た
。

各
１
時
間
、
示
範
演
武
の
鑑
賞
や
基
本

動
作
の
学
習
を
行
っ
た
。

３

実
践
内
容
と
授
業
で
の
留
意
点

技
能
を
高
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

○
実
践
内
容

※
次
ペ
ー
ジ
の
表
「
複
数
武
道
種
目
の

指
導
モ
デ
ル
」
を
参
照

○
指
導
の
工
夫
・
留
意
点

１
．
効
果
的
に
指
導
す
る
た
め
の
工
夫

①
外
部
講
師
と
の
連
携

　

本
実
践
で
は
、
柔
道
と
空
手
道
の
両

種
目
に
お
い
て
外
部
講
師
を
招
き
、
連

携
し
て
指
導
に
あ
た
る
。
歴
史
や
礼

法
、
心
構
え
な
ど
の
学
習
と
技
能
習
得

○
実
践
研
究
の
ね
ら
い

　

複
数
種
目
の
武
道
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
礼
法
や
基
本
動
作
、
心
構
え
な
ど

共
通
す
る
事
柄
が
あ
る
こ
と
を
と
ら
え

さ
せ
、
基
礎
知
識
や
精
神
性
へ
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
武
道
へ
の
興
味

や
関
心
を
高
め
た
い
。

　

柔
道
と
空
手
道
の
両
種
目
に
お
い
て

外
部
講
師
を
招
き
、
よ
り
専
門
的
な
技

の
指
導
や
示
範
を
行
う
こ
と
で
、
安
全

で
着
実
な
技
能
や
知
識
の
習
得
を
目
指

す
。
ま
た
、
ペ
ア
で
技
を
見
合
い
、
ア

ド
バ
イ
ス
し
合
う
活
動
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
主
体
的
に
知
識
を
活
用
し
て

表　「複数武道種目の指導モデル」（武道授業の単元計画。令和２年度）

1 2 3 4 5 6 7 8 9

種目

オリエン
テーション

礼法の学習
（座礼・立礼)

1学年

学
習
の
流
れ

導入（あいさつ、伝統的な行動の仕方、健康観察、本時の学習の見通し）

基本動作・
形の確認

柔道

整理（整理運動、本時の振り返り、次時の連絡、あいさつ）

礼法の学習
（座礼・立礼)

受け身の学習

○前受け身
○後ろ受け身

○横受け身
・段階的な指導
（示範を見る→
ペアで行い方と
ポイントを考え
る→ポイントの
確認→練習）

○前回り受け身

・段階的な指導
（示範を見る→
ペアで行い方と
ポイントを考え
る→ポイントの
確認→練習）

学習発表会
○クラス毎の形
　の発表

柔道着の各部の
名称、着方の学
習

固め技の学習

空手道

オリエン
テーション 準備運動、基本動作と受け身の練習

基本動作の確認
○立基本
○移動基本
（突き・受け・
　蹴り）

学習発表会
○グループ毎の
　評価活動

基本動作の学習
○立基本（突き・受

け・蹴り）

・前屈立（追突き・下

段払い・揚受け・前蹴

り）

・後屈立（手刀受）

○移動基本

（追突き・逆突き・下

段払い・揚受け・前蹴

り）

形(太極初段)の
学習
○形の練習
・区切って練習

・ペアでの教え合い

・クラス毎の発表

○有段者による
　師範演武

○袈裟固め
・段階的な指導
（示範を見る→
ペアで押さえ方
を考える活動→
ポイントの確認
→押さえ方と返
し方の練習）
・簡易的な試合

○横四方固め
・段階的な指導
（示範を見る→
ペアで押さえ方
を考える活動→
ポイントの確認
→押さえ方と返
し方の練習）
・簡易的な試合

1 2 3 4 5 6 7 8 9

種目

オリエン
テーション

礼法の学習
（座礼・立礼)

固め技の学習

2学年

学
習
の
流
れ

導入（あいさつ、伝統的な行動の仕方、健康観察、本時の学習の見通し）

基本動作・
形の確認

空手道

受け身の学習
○前受け身
○後受け身
○横受け身
○前回り受け身

整理（整理運動、本時の振り返り、次時の連絡、あいさつ）

学習発表会
○グループ毎の
　評価活動

礼法の学習
（座礼・立礼) ○袈裟固め

○横四方固め
・押さえ方、返
　し方の確認
・ペアでの教え
　合い
・簡易的な試合

○膝車
・段階的な指導
（組まずに動き
の確認→組んで
動きの確認→投
げる→動きの中
で投げる）
・ペアでの教え
　合い

学習発表会
○クラス毎の形
　の発表

基本動作の学習
○立基本（突き・受

け・蹴り）

・前屈立（追突き・下

段払い・揚受け・前蹴

り）

・後屈立（手刀受）

○移動基本

（追突き・逆突き・下

段払い・揚受け・前蹴

り）

基本動作の確認
○立基本
○移動基本
（突き・受け・
　蹴り）

形(太極初段)の
学習
○形の練習
・区切って練習

・ペアでの教え合い

・クラス毎の発表

○有段者による
　師範演武

準備運動、基本動作と受け身の練習

投げ技の学習

○大腰
・段階的な指導
（組まずに動き
の確認→組んで
動きの確認→投
げる→動きの中
で投げる）
・ペアでの教え
　合い

○体落とし
・段階的な指導
（組まずに動き
の確認→組んで
動きの確認→投
げる→動きの中
で投げる）
・ペアでの教え
　合い

オリエン
テーション

柔道

1 2 3 4 5 6 7 8 9

種目

オリエン
テーション
礼法の学習

（座礼・立礼)

導入（あいさつ、伝統的な行動の仕方、健康観察、本時の学習の見通し）

柔道

準備運動、基本動作
と受け身の練習

投げ技の学習

学習発表会
○グループ毎の
　評価活動

○膝車
・段階的な指導
（組まずに動き
の確認→組んで
動きの確認→投
げる→動きの中
で投げる）
・ペアでの教え
　合い

○大腰
・段階的な指導
（組まずに動き
の確認→組んで
動きの確認→投
げる→動きの中
で投げる）
・ペアでの教え
　合い

礼法の学習
（座礼・立礼) 　形(平安初段)の学習

○１～２１挙動

・区切って練習
・ペアでの教え合い

・クラス毎の発表
○有段者による師範演武

学習発表会
○クラス毎の形
　の発表

基本動作の学習
○立基本
○移動基本
（突き・受け・
　蹴り）

オリエン
テーション

3学年

受け身の学習
○前受け身
○後受け身
○横受け身
○前回り受け身

固め技の学習
○袈裟固め
○横四方固め
・ペアでの教え
　合い
・簡易的な試合

学
習
の
流
れ

整理（整理運動、本時の振り返り、次時の連絡、あいさつ）

空手道

基本動作の学習
○立基本（突き・受け・蹴り）
・前屈立（追突き・下段払い・揚受け・前蹴り）
・後屈立（手刀受）
○移動基本
（追突き・逆突き・下段払い・揚受け・前蹴り）

基本動作・
形の確認
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識
し
て
や
っ
て
み
る
と
上う

手ま

く
で
き

た
。

○
生
徒
の
変
容
に
つ
い
て

　

学
習
前
、武
道
に
対
し
て「
痛
そ
う
」

「
怪
我
の
危
険
が
あ
り
そ
う
」
な
ど
、

恐
怖
心
や
不
安
感
を
抱
い
て
い
る
生
徒

が
少
な
か
ら
ず
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
１
、
２
年
生
は
ほ
と
ん
ど
の
生

徒
が
空
手
道
を
や
っ
た
経
験
が
な
く
、

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
全
く
持
っ
て
い

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
実
践
を

通
し
て
、
生
徒
の
意
識
や
動
き
が
大
き

く
変
容
し
て
い
く
様
子
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

多
く
の
生
徒
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
か
ら

両
種
目
に
共
通
し
て
見
ら
れ
た
の
は
、

「
礼
儀
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
の
記
述

で
あ
っ
た
。
実
際
の
行
動
で
も
、
体
育

館
や
道
場
に
出
入
り
す
る
と
き
の
礼

や
、
脱
い
だ
上
履
き
を
丁
寧
に
揃そ
ろ

え
る

な
ど
、
座
礼
や
立
礼
以
外
に
も
生
徒
が

進
ん
で
実
践
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

　

柔
道
で
は
そ
の
指
導
理
念
で
あ
る

「
精
力
善
用
」「
自
他
共
栄
」
の
意
味
や

引
き
手
の
指
導
、
空
手
道
で
は
そ
の

成
り
立
ち
や
歴
史
、「
空
手
に
先
手
な

し
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
の
指
導
を
行

っ
た
。
そ
う
し
た
学
習
を
通
し
て
、
武

道
種
目
に
関
す
る
知
識
や
共
通
す
る
精

神
性
を
学
び
、
授
業
内
で
実
践
す
る
だ

け
で
な
く
、
実
生
活
に
応
用
し
て
活
か

そ
う
と
い
う
考
え
を
も
つ
こ
と
が
で
き

た
。
外
部
講
師
に
よ
る
空
手
道
の
形
の

演
武
や
柔
道
の
技
の
示
範
を
見
る
際
に

は
、
そ
の
迫
力
や
キ
レ
に
目
を
輝
か
せ

歓
声
を
上
げ
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
そ
の

後
の
練
習
に
取
り
組
む
生
徒
の
変
化
や

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述
か
ら
、「
本
物
」

に
触
れ
る
経
験
が
生
徒
の
心
に
残
り
、

学
習
へ
の
意
欲
や
武
道
へ
の
興
味
、
関

心
を
高
め
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

主
体
的
な
学
び
を
目
指
し
た
ペ
ア
で

の
教
え
合
い
や
、
技
の
か
け
方
を
考
え

る
活
動
で
も
、
生
徒
が
変
容
し
て
い
く

様
子
が
見
ら
れ
た
。
初
め
は
投
げ
技
の

示
範
を
見
て
「
痛
そ
う
」「
怖
い
」
と

話
し
て
い
た
生
徒
も
、
段
階
的
に
設
定

し
た
活
動
を
ペ
ア
で
教
え
合
い
、
ポ
イ

ン
ト
を
確
認
し
な
が
ら
練
習
す
る
こ
と

で
、
技
を
か
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
技
を
上
手
く

と
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

　

指
導
す
る
教
員
も
、
外
部
講
師
と
の

打
ち
合
わ
せ
や
実
際
の
指
導
を
通
し
て

多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

保
健
体
育
を
専
門
と
す
る
教
員
で
あ
っ

て
も
、
武
道
の
指
導
に
は
不
安
を
抱
え

て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
し
か

し
、
経
験
豊
か
な
専
門
家
と
授
業
を
行

う
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
に
貴
重
な
学
び

の
場
を
提
供
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
今

後
の
実
践
に
向
け
て
指
導
力
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

外
部
講
師
の
活
用
は
生
徒
と
教
員
の
ど

ち
ら
に
も
多
く
の
利
点
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

　

外
部
講
師
の
活
用
に
あ
た
っ
て
考
慮

が
必
要
な
点
は
、
事
前
の
打
ち
合
わ
せ

や
、
授
業
時
間
の
変
更
等
の
調
整
が
必

要
な
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
今
回
の
実

践
の
よ
う
に
毎
時
間
の
指
導
を
外
部
講

師
と
行
う
形
で
な
く
、
時
間
を
限
定
し

て
行
う
形
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
影
響

も
少
な
く
、
学
習
へ
の
効
果
も
期
待
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
の
課
題
は
、
令
和
３
年
度
以

降
、
指
導
の
仕
方
を
検
討
し
な
が
ら
、

武
道
の
学
習
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。
生
徒
の
さ
ら
な
る
成
長
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
、
今
回
得
ら
れ
た
学
び

を
活
か
し
て
い
き
た
い
。

て
活
動
場
所
を
限
定
す
る
。

▼
指
導
上
の
工
夫

・
安
全
面
を
考
慮
し
受
け
身
の
指
導
を

毎
時
間
必
ず
行
う
。

・
投
げ
技
の
指
導
で
は
、
段
階
的
に
技

の
完
成
に
向
け
て
指
導
す
る
。
ま

た
、
引
き
手
の
指
導
を
徹
底
す
る
。

・
空
手
道
で
は
組
み
手
は
行
わ
な
い
。

4

生
徒
の
意
識
、
感
想
、
変
容
等

○
生
徒
の
感
想

１
．
柔
道

・
初
め
て
や
る
種
目
な
の
で
、
最
初
は

や
り
方
が
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、

先
生
に
個
別
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

も
ら
っ
た
り
、
友
達
と
教
え
合
っ
た

り
す
る
こ
と
で
、
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。

・
柔
道
の
投
げ
技
を
や
る
と
聞
い
た
時

は
、
怪
我
を
し
な
い
か
心
配
に
な
っ

た
け
ど
、
相
手
の
袖
（
命
綱
）
を
引

い
て
投
げ
ら
れ
る
側
を
守
る
こ
と

や
、
受
け
身
を
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
や
っ
た
の
で
、
安
全
に
楽
し
く
で

き
た
。

・
柔
道
で
も
空
手
道
で
も
礼
儀
を
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
普

段
の
部
活
動
で
も
、「
礼
に
始
ま
り

礼
に
終
わ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の

で
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
で
も
同
じ
だ
と

思
っ
た
。

２
．
空
手
道

・
空
手
道
の
先
生
の
演
武
は
キ
レ
が
す

ご
く
、
声
に
も
迫
力
が
あ
っ
て
す
ご

く
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。

・
空
手
道
の
足
の
運
び
で
、「
紙
一
枚

分
だ
け
浮
か
す
」
と
い
う
説
明
が
あ

り
、
剣
道
や
柔
道
の
す
り
足
に
似
て

い
た
の
で
、
武
道
だ
か
ら
通
ず
る
と

こ
ろ
が
あ
る
の
だ
と
思
っ
た
。

・「
体
の
中
心
を
通
っ
て
い
る
軸
が
安

定
し
て
い
れ
ば
、
体
が
ふ
ら
つ
か
ず

に
き
れ
い
な
動
き
が
で
き
る
」
と
い

う
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
も
ら
い
、
意

た
り
と
有
効
性
を
実
感
で
き
た
。

　

空
手
道
で
は
、「
技
の
キ
レ
」
を
生

む
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
、
ペ
ア
で
ア
ド
バ

イ
ス
し
合
う
こ
と
で
、
ス
ピ
ー
ド
の
あ

る
突
き
や
、
緩
急
を
意
識
し
て
形
の
演

武
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
初
め
は
体
が
フ
ラ
フ
ラ
し

て
い
た
生
徒
が
、
授
業
ご
と
に
姿
勢
が

安
定
し
て
い
っ
た
様
子
か
ら
、
体
幹
の

筋
肉
の
使
い
方
を
学
び
、
強
化
す
る
効

果
も
期
待
さ
れ
る
。

５

お
わ
り
に

　

今
回
の
実
践
を
通
し
て
、
生
徒
と
教

員
の
ど
ち
ら
も
多
く
の
学
び
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
有
す
る
外

部
講
師
の
指
導
や
示
範
は
、
知
識
や
技

能
習
得
の
効
果
を
高
め
る
だ
け
で
な

く
、
武
道
そ
の
も
の
に
対
す
る
興
味
や

関
心
を
高
め
る
上
で
と
て
も
効
果
的
で

あ
っ
た
。
迫
力
や
キ
レ
の
あ
る
示
範
を

見
る
こ
と
で
、
目
指
す
技
の
完
成
さ
れ

た
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
な
が
ら
意
欲
的
に

活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
さ

ら
に
専
門
的
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
で

実
際
に
技
能
が
高
ま
り
、「
で
き
た
」

と
い
う
実
感
を
も
つ
こ
と
が
で
き
て
い

た
。
こ
の
達
成
感
が
武
道
に
対
す
る
前

向
き
な
気
持
ち
を
高
め
、
知
識
・
技
能

と
興
味
・
関
心
が
相
乗
的
に
高
ま
る
こ

外部講師の示範を見ながら練習（空手道）

外部講師との打合せ（空手道）

主体的な学びとなるペアでの教え合い
（柔道）

か
け
ら
れ
た
と
き
の
爽
快
感
を
味
わ
っ

た
り
、
正
し
い
方
法
で
受
け
身
を
と
っ


